
⑥宅幼老所の運営

健康づくり、介護予防、子育て支援等、高齢者や子育て中の親の継続的な

交流・学習・相談を行うため、空き教室、空き店舗、民家等を活用して、地

域での支え合い活動の拠点となるたまり場を地域住民が運営する活動

※介護保険の通所（デイ）サービスに相当

［県内実施率］

約１０％

（約38/382

小学校区内で実施）

のくとい館［高山市］

高山市社協のコーディネートによる、雪の多い厳寒期（12 月～3 月）を、ひとり暮ら

し高齢者等が助け合いながら集団生活するための共同住宅（冬季ファミリーホーム）。

学校の統廃合で使用しなくなった教員住宅を活用し、施設は利用者全員で管理

設置主体 高山市社会福祉協議会

住所 高山市高根町上ヶ洞 411 番地

設置 平成 20 年 12 月

活動内容等 ○施設の概要

・学校の統廃合で使用しなくなった教員住宅を活用

※高山市から高山市社協が無償賃借し、階段手摺りなど約４０万円をかけて改修

・鉄筋コンクリート３階建て（エレベーター無し）

・使用可能人数 個室（独居世帯）：１０人、世帯用（高齢者世帯）：４世帯

・備品 各室：ストーブ、こたつ、テレビ 共用：洗濯機

○利用料金

・個室 15,800 円/月（部屋代、朝食、夕食、光熱費込み）

・世帯 31,600 円/月（部屋代、朝食、夕食、光熱費込み）

※食事は調理人（賄い）が調理するが、配膳や片付けは利用者全員で行う

○施設の管理：利用者全員で管理

利用者 高山市高根町（旧高根村）住民

※利用（入居）対象者は、自分のことは自分で出来る元気な人

Ｈ20年度

利用実績

○利用者：１１人 ※独居高齢者：７人、夫婦：１組、兄弟：１組

※年齢６５歳～８８歳（平均７８歳）

一ヶ月の

収支予算

収入 支出

利用料 285,000 円

・15,800 円×10 室

・31,600 円×4室

食材費 294,000 円

・9,800 円/日×30日

調理人

賃金

128,000 円

・＠850 円/ｈ×5ｈ×30日市社協

補助金

50,000 円

※共同募金が財源 共益費 70,000 円

・電気 30,000 円
・ガス 12,000 円
・水道 16,000 円
・浄化槽 12,000 円

国補助 157,000 円

※新たな公支援モデル事業

計 492,000 円 計 492,000 円

事例９



設置の経緯 ○平成 20年度、市社協が、高齢化率 40%を超える過疎地域及び豪雪地域においても、

ひとり暮らし高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるため、「「新たな公」

によるコミュニティ創生支援モデル事業（国補）」を活用してコーディネート

［ポイント］

「 平成 21 年度の利用希望者は、既に平成 20 年度を超える 14 人であり、また、

利用しない方からも、「このような施設ができ、安心して暮らせる。」との声を

伺っている。雪に閉ざされ、ひとり暮らしで不安や孤独を覚える厳寒期におい

て、立地条件の良さをはじめ「安心」をコンセプトにしたことが、地域から高

い評価を得たのではないか。」（高山市社協職員）

※のくとい館は、診療所、スーパー、市支所や郵便局など公共施設が集中する

旧高根村の中心地に立地

その他 ○共同生活の期間を利用し、利用者が「寒干し大根」の袋詰め内職。入居費の捻出

とともに、生きがいづくり、健康増進、さらには地域の特産品振興にも繋がって

いる。

○現在、冬期以外の利用しない期間でも、のくとい館が地域での支え合い活動の拠

点としての機能を発揮できるようにするための整備を検討中

問い合わせ先 高山市社会福祉協議会高根支部

TEL 0577-59-2500 FAX 0577-59-2512

※Ｈ21年 3月 31日現在

新たに設置した階段手摺り

■世帯用 ■個室

■地元保育園児との交流会

■地元ボランティアに
よる開所前の清掃

■寒干し大根のおまけの
お手玉づくり

■建物外観 ■食事風景 ■利用者と雪下ろしボランテ
ィアとの交流会
※利用者の留守宅を地元ボラ
ンティアが雪下ろし。


